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個人タクシー試験対策法令集＆問題集（2018年6月B&W版）

はしがき

　本書は、先に出版した「個人タクシー試験対策法令集」の各条文の後に、同じく先に出版した「個人タクシー法令試験対策問

題集」の問題を挿入して１冊にしたもので、究極の個人タクシー試験対策用テキストです。

　個人タクシー法令試験は、短文の正誤を判断する○×方式の問題（以下「正誤問題」といいます。）と、条文の空欄に当ては

まる字句を語群から選択する方式の問題（以下「語群選択問題」といいます。）の二つのパターンで出題されてます。いずれも

過去に出題された問題が繰り返して出題されるのが特徴です。つまり、過去問の徹底マスターこそが合格への王道なのです。

　「個人タクシー試験対策法令集」は、このような個人タクシー試験の特徴を踏まえたものであり、単に法令が羅列された法令

集ではなく、配列を工夫し、かつ、試験のための補足情報を加えた教科書ガイド的な法令集となっています。すなわち、個人タ

クシー試験で出題される４つの基本的な法令（道路運送法、旅客自動車運送事業運輸規則、タクシー業務適正化特別措置法およ

び道路運送車両法）を条文の順序に従って配置し、その途中に、施行規則などの関連する附属法令および通達等を挿入して編集

したことにより、関連する事項をまとめて理解できるようになっています。しかも、試験対策上の重要部分（下線付きの太字）

や不要な部分（グレー）を明示し、さらには改正情報や理解のための注意点などの補足説明（《括弧付きの斜体》）を加えてあり

ます。

　これだけでも非常に学習しやすい画期的な法令集ですが、本書は、さらに各条文ごとに、その直後に「個人タクシー法令試験

対策問題集」に掲載した過去問を挿入しました。条文を読んだ直後に問題演習をすることができるので、個人タクシー法令試験

合格のための、より実践的な能力を身に付けることができるようになっています。

　本書に収録した問題は、原則として平成 17年3月試験から平成30年3月試験までの関東運輸局で出題された全問題です。

ただし、「正誤問題」で重複したものおよび「語群選択問題」で同じ条文からのものについては例外として最新のもののみ掲載

しています。非掲載の語群選択問題については、筆者の運営するサイト「個タク法令試験必携」の「Web語群選択問題集」を

利用してフォローすることができます（http://daiichij.s17.xrea.com）。

　最後に、本書で学習された皆様が試験の合格を果たし、1日でも早く開業されるようお祈りいたします。

平成30年1月3日（平成30年5月15日一部修正）
　aimoto

　平成30年3月30日および4月20日付け 旅客自動車運送事業運輸規則の改正に対応しました。

平成30年5月15日
　aimoto
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凡　例

1　法令及び通達等の略語一覧

�y�y�Š	{�p�x�O�©�•�è�a�s�t�m�M�o�z�Ž�<�w�t� �›�–�;�`�o�M�‡�b�{

�y�y�y 道運　　　　　　　�“�Ï�á
ù�O

�y�y�y 道運法　　　　　　�“�Ï�á
ù�O

�y�y�y 道運施令　　　　　�“�Ï�á
ù�O�ª�æ�©

�y�y�y 道運施規　　　　　�“�Ï�á
ù�O�ª�æ�F��

�y�y�y 道運法施行規則　　�“�Ï�á
ù�O�ª�æ�F��

�y�y�y 運賃制度　　　　　�°`	Ð�;�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À�w�á�Þ�t�|�‰�Ú�t���b�”
M�S�t�m�M�o

�y�y�y 処理方針　　　　　�°`	Ð�;�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À�w�á�Þ�‰�Ú�w�Ý�D�w	r�g�M
��t�m�M�o

�y�y�y 標準約款　　　　　�°`	Ð�;�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�Àª	j�á
ù�ÿ�ú

�y�y�y 事故報告規　　　　�×�ˆ	��Ä�‚�C���F��

�y�y�y 期限更新　　　　　�°`	Ð�;�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À�¢�
��	�
M�x
��»�«�³�”�£�w�•�D�8�v�w�Ë	ý�s�w	��{�M�t�m�M�o

�y�y�y 事業報告規　　　　�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À�s�C���F��

�y�y�y 運規　　　　　　　�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À�á���F��

�y�y�y�á���F�� 　　　　　�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À�á���F��

�y�y�y 地図規格　　　　　�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À�á���F���H ������	Ú�w�F���t�,�n�X�•
$�w�F�¨�t�|�¦���Ä�ò�t�m�M�o

�y�y�y 賠償基準 �•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À	��U�Ä�À�;�×�ˆ	��w�á�æ�t�‘�“
\�a�h�•�l�f�w���w	��w
\�Ë�z
��.�¢�x�R�ˆ�w

���•�›�	ˆ�b�”�h�Š�t�è�a�o�S�X�‚�V
¾�”�w�,	j�›���Š�”���Ô

�y�y�y タク特　　　　　　�»�«�³�”�À�¿�&
Y�=�›��
¾�”�O

�y�y�y タク特法　　　　　�»�«�³�”�À�¿�&
Y�=�›��
¾�”�O

�y�y�y タク特施規　　　　�»�«�³�”�À�¿�&
Y�=�›��
¾�”�O�ª�æ�F��

�y�y�y タク特法施行規則　�»�«�³�”�À�¿�&
Y�=�›��
¾�”�O�ª�æ�F��

�y�y�y 表示　　　　　　　�f�˜�N�º�t��”�b�”�Ë� �à�”�~�»�«�³�”	��†�w¯�Ô�s�t���b�”	��{�t�m�M�o

�y�y�y 車両�y�y�y�y�y�y�y�“�Ï�á
ù	��†�O

�y�y�y 点検基準�y�y�y�y�y�×�ˆ	��:�U�,	j

�y�y�y 保安基準�y�y�y�y�y�“�Ï�á
ù	��†�w�-�†�,	j

2　条文番号の略記方法

�y�y�Š	{�p�x�Í�w�ç�”�ç�t�‘�l�o	Ú��j�ø�›�t�G�`�o�M�‡�b�{

�y�y�y 条　�•�y�‰�;
:�È�y�¢������£�y�y

�y�y�y 項　�•�y�é�”�Ú
:�È�¢�—�˜�™�£�y�y

�y�y�y 号　�•�y��
:�È�y�y�¢�ƒ�„�…�£

３　略記の例

�y�y�y�« �� �£�y�“�Ï�á
ù�O�H�’	Ú�H�°�ò�H�~�ø�y ��y�“�á ���—�…

�y�y�y�« �� �£�y�“�Ï�á
ù	��†�O�H�›	G�ã	Ú�w�Ë�H�°�ò�y ��y	��† ���� �w ���—
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４　問題番号等について

�y�y�Š	{�p�x�Í�w�ç�”�ç�t�‘�l�o�ð�Jj�ø�s�›�G�L�`�o�M�‡�b�{

�y�y�y �<���������������> �•�y���f�á���Á��
R ���� �å ���� �D�¼�g�H��ð�y�y

�y�y�y �<�$�"�����������> �•�y���f�á���Á�Ž�Ž�w	Z�J�‡�h�x��
R ���� �å�Ž
²�w�a�ˆ�ð�t�m�M�o�w�è�`j�ø

�y�y�y �<�~ �> �•�y�O�~
Y�s�U�æ�˜�•�h	Ú���s�T�’�w	Z�J�›�q�æ�O�t�ù�˜�d�”�h�Š�t	.
Y�`�h�ð�J

�y�y�y �<�~
Y
² �> �•�y�O�~
Y�s�U�æ�˜�•�h	Ú���s�T�’�w	Z�J�›�€�ß�q�`�o�f�w�‡�‡���L�`�h�ð�J�¢�¬�è�”���È�£

５　文字の強調等について

�y�y�Š	{�p�x�Í�w�ç�”�ç�t�‘�l�o���È�w�§�Ð�s�›�`�o�M�‡�b�{

�y�y�y�Š�� �•�y ブラック
�y�y�y�¼�g�t�q�l�oÆ�A�sæü �•�y �¬�è�”

�y�y�y�¼�g�t�q�l�o	O�A�sæü �•�y 下線付きの太字
�y�y�y�4�
†�Ì �•�y 《括弧付きの斜体》�¬�Å�€Ç�V�w�ü�.�¢	O�A�S�U�ÿ�M	Ô�ù�x�¬�è�”�£�

�y�y�y�M�¤�t
à�Ö�`�h�O�©�Ê�s �•�y 太字

６　文字の斜体について

�y�y�Š	{�p�x� ��
¬�R�ð�J�p�í�]�q�^�•�h���È�›�� 下線付きの太字の斜体�t�`�o�M�‡�b�{

７　本試験に記されている注意事項

�y�Š�¼�g�p�x�Í�w�‘�O�s�«�™�Ä�ò�U�G�^�•�o�M�‡�b�{�\�•�x�z�Š	{�w�ð�J�›�r�X�M�‹�‰�7�p�b�{

�y�¢�«�™�Ä�ò�£��� �Š�¼�g�ð�J�t�m�M�o�x�z�›�ˆ�w�¦�Ô�U�s�M�v�“�z��
R�����å �� �D��Ô�q�O�p�ª�æ�^�•�o�M�”�O�©�t�,�n�X�‹

�w�q�b�”�{

�y�y�y�y�y�y�y���� �Š�¼�g�ð�J�¤�®�x
��»�«�³�”�Ä�À�¯�q�K�”�w�x�z�®�°`	Ð�;�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À�¢�
��	�
M�x
��»�«

�³�”�£�¯�q�b�”�{

�y�y�y�y�y�y�y���� �Š�¼�g�ð�J�¤�®�Ä�À	��¯�q�K�”�w�x�z�®�°`	Ð�;�•�l�×�ˆ	��á
ù�Ä�À	��¢�
��	�
M�x
��»�«�³�”�£�¯�q�b

�”�{

�y�y�y�y�y�y�y���� �Š�¼�g�ð�J�¤�®�»�«�³�”�¯�q�K�”�w�x�z�»�«�³�”�À�¿�&
Y�=�›��
¾�”�O�w�ð�J�›	†�V�z�®�°`	Ð�;�•�l�×�ˆ

	��á
ù�Ä�À�;�×�ˆ	��¯�q�b�”�{
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道路運送法

昭和二十六年六月一日法律第百八十三号
最終改正：平成二十九年六月二日法律第四十五号

　第一章　総則（第一条・第二条）
　第二章　旅客自動車運送事業（第三条―第四十三条）
　第二章の二　民間団体等による旅客自動車運送の適正化に関する事業の推進
　　第一節　旅客自動車運送適正化事業実施機関による旅客自動車運送の適正化（第四十三条の二―第四十三条の八）
　　第二節　一般貸切旅客自動車運送適正化機関の特則（第四十三条の九―第四十三条の二十二）
　第二章の三　指定試験機関（第四十四条―第四十五条の十二）
　第三章　貨物自動車運送事業（第四十六条）
　第四章　自動車道及び自動車道事業（第四十七条―第七十七条）
　第五章　自家用自動車の使用（第七十八条―第八十一条）
　第六章　雑則（第八十二条―第九十五条の五）
　第七章　罰則（第九十六条―第百五条）
　附則

　　　第一章　総則

　（目的）《語群出題：H20-11》
第一条　この法律は、貨物自動車運送事業法（平成元年法律第八十三号）と相まつて、道路運送事業の運営を適正かつ  合理的  な
ものとし、並びに道路運送の分野における利用者  の需要の多様化及び高度化に  的確  に対応したサービスの円滑かつ確実な提
供を促進することにより、輸送の安全を確保し、道路運送の  利用者  の利益の  保護  及びその利便の増進を図るとともに、道路
運送の総合的な  発達を図り、もつて公共の福祉を増進することを目的とする。
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（　　）001　道路運送法の目的には、利用者の需要の多様化及び高度化に的確に対応したサービスの円滑かつ確実
な提供を促進することが含まれています。[3003-12]<道運1>

（　　）002　道路運送法の目的には、輸送の安全を確保し、道路運送事業者の利益を保護することが定められてい
ます。[2605-14]<道運1>

（　　）003　道路運送法の目的には、旅客自動車運送事業者の利益を保護することが含まれています。[2311-03]<道
運1>

（　　）004　道路運送法の目的には、道路運送の利用者の利益を保護することが含まれています。[1807-16]<道運
1>

（　　）005　道路運送法の目的規定には、輸送の安全を確保し、道路運送の利用者の利益の保護及びその利便の増
進を図ることが定められています。[2807-09]<道運1>

（　　）006　道路運送法の目的には、公共の福祉を増進することが含まれています。[2011-08]<道運1>
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　（定義）
第二条　この法律で「道路運送事業」とは、旅客自動車運送事業、貨物自動車運送事業及び自動車道事業をいう。
２　この法律で「自動車運送事業」とは、旅客自動車運送事業及び貨物自動車運送事業をいう。
３　この法律で「旅客自動車運送事業」とは、他人の需要に応じ、有償で、自動車を使用して旅客を運送する事業であつて、
次条に掲げるものをいう。

４　この法律で「貨物自動車運送事業」とは、貨物自動車運送事業法による貨物自動車運送事業をいう。
５　この法律で「自動車道事業」とは、一般自動車道を専ら自動車の交通の用に供する事業をいう。
６　この法律で「自動車」とは、道路運送車両法（昭和二十六年法律第百八十五号）による自動車をいう。
７　この法律で「道路」とは、道路法（昭和二十七年法律第百八十号）による道路及びその他の一般交通の用に供する場所並
びに自動車道をいう。

８　この法律で「自動車道」とは、専ら自動車の交通の用に供することを目的として設けられた道で道路法による道路以外の
ものをいい、「一般自動車道」とは、専用自動車道以外の自動車道をいい、「専用自動車道」とは、自動車運送事業者（自
動車運送事業を経営する者をいう。以下同じ。）が専らその事業用自動車（自動車運送事業者がその自動車運送事業の用に
供する自動車をいう。以下同じ。）の交通の用に供することを目的として設けた道をいう。
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【平成２０年１１月試験】　次の条文の４１から４５までの（　）内に入る正しい字句を下欄から選び、その記号を
解答欄に記入しなさい。

　（道路運送法）
第一条　この法律は、貨物自動車運送事業法（平成元年法律第八十三号）と相まって、道路運送事業の運営を適正か
つ（４１）ものとし、並びに道路運送の分野における（４２）の需要の多様化及び高度化に（４３）に対応した
サービスの円滑かつ確実な提供を促進することにより、輸送の安全を確保し、道路運送の（４２）の利益の（４
４）及びその利便の増進を図るとともに、道路運送の総合的な（４５）を図り、もって公共の福祉を増進すること
を目的とする。

　ア　正確　　イ　合理的な
　ウ　発達　　エ　利用者
　オ　的確　　カ　使用者
　キ　保護　　ク　具体的な
　ケ　保全　　コ　該当

解答欄　（４１）　　（４２）　　（４３）　　（４４）　　（４５）　　
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　　　第二章　旅客自動車運送事業

《本章の「国土交通大臣」の権限は「地方運輸局長」へ委任されている（道路運送法施行令1条2項）。以下、例外は個別に明記する。》

　（種類）
第三条　旅客自動車運送事業の種類は、次に掲げるものとする。
　一　一般旅客自動車運送事業（特定旅客自動車運送事業以外の旅客自動車運送事業）
　　イ　一般乗合旅客自動車運送事業（乗合旅客を運送する一般旅客自動車運送事業）
　　ロ　一般貸切旅客自動車運送事業（一個の契約により国土交通省令で定める乗車定員《11人》以上の自動車を貸し切つて

旅客を運送する一般旅客自動車運送事業）
　　ハ　一般乗用旅客自動車運送事業（一個の契約によりロの国土交通省令で定める乗車定員《11人》未満の自動車を貸し切

つて旅客を運送する一般旅客自動車運送事業）
　二　特定旅客自動車運送事業（特定の者の需要に応じ、一定の範囲の旅客を運送する旅客自動車運送事業）

　（法第三条第一号ロの乗車定員）
道運法施行規則　第三条の二　法第三条第一号ロの国土交通省令で定める乗車定員は、十一人とする。
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（　　）007　道路運送法で「自動車運送事業」とは、旅客自動車運送事業及び貨物自動車運送事業をいいます。
[2411-30]<道運2Ⅱ>

（　　）008　他人の需要に応じ、有償で、自動車を使用して旅客を運送する事業は、道路運送法に規定する旅客自
動車運送事業に該当します。[2903-08]<道運2Ⅲ>

（　　）009　他人の需要に応じ、有償で、自動車を使用して旅客を運送する事業は、道路運送法に規定する旅客自
動車運送事業に該当しません。[1711-19]<道運2Ⅲ>

（　　）010　道路運送法で「旅客自動車運送事業」とは、他人の需要に応じ、有償で、自動車を使用して旅客を運
送する事業をいいます。[2007-06]<道運2Ⅲ>

（　　）011　他人の需要に応じ、有償で、自動車を使用して貨物を運送する事業は、道路運送法に規定する旅客自
動車運送事業に該当しません。[2611-35]<道運2Ⅲ>

（　　）012　道路運送法で「旅客自動車運送事業」とは、他人の需要に応じ、有償で、自動車を使用して貨物を運
送する事業をいいます。[CA-0001]<道運2Ⅲ>

（　　）013　他人の需要に応じ、無償で、自動車を使用して旅客を運送する行為は、道路運送法に規定する旅客自
動車運送事業に該当します。[2911-09]<道運2Ⅲ>

（　　）014　他人の需要に応じ、無償で、自動車を使用して旅客を運送する行為は、道路運送法に規定する旅客自
動車運送事業に該当しません。[2703-10]<道運2Ⅲ>

（　　）015　道路運送法で「旅客自動車運送事業」とは、他人の需要に応じ、有償で、自動車を使用して旅客を運
送する事業をいい、その種類は、一般旅客自動車運送事業及び特定旅客自動車運送事業があります。
[2803-10]<道運2Ⅲ>

（　　）016　道路運送法の旅客自動車運送事業には、一般乗合旅客自動車運送事業、一般貸切旅客自動車運送事
業、一般乗用旅客自動車運送事業、特定旅客自動車運送事業があります。[2505-03]<道運3>
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（　　）017　道路運送法の旅客自動車運送事業は、一般旅客自動車運送事業、特定旅客自動車運送事業及び自家用
有償旅客自動車運送事業の3種類に分類されています。[CA-0002]<道運3>

（　　）018　道路運送法では、一般乗合旅客自動車運送事業と一般乗用旅客自動車運送事業の2種類の事業が一般
旅客自動車運送事業であって、それら以外の事業は特定旅客自動車運送事業であるとされています。
[2807-18]<道運3>

（　　）019　道路運送法では、一般乗合旅客自動車運送事業、一般貸切旅客自動車運送事業及び一般乗用旅客自動
車運送事業の3つの旅客自動車運送事業を、一般旅客自動車運送事業と規定しています。[1907-02]<道
運3①>

（　　）020　道路運送法における一般旅客自動車運送事業とは、一般乗合旅客自動車運送事業、一般貸切旅客自動
車運送事業及び一般乗用旅客自動車運送事業の3種類の事業のことをいいます。[2811-04]<道運3①>

（　　）021　道路運送法の一般旅客自動車運送事業には、いわゆる路線バス事業や観光バス事業やタクシー事業が
あります。[CA-0003]<道運3①>

（　　）022　道路運送法では、一個の契約により国土交通省令で定める乗車定員以上の自動車を貸し切って旅客を
運送する事業を一般乗用旅客自動車運送事業と規定しています。[3003-25]<道運3①>

（　　）023　道路運送法では、一個の契約により国土交通省令で定める乗車定員以下の自動車を貸し切って旅客を
運送する事業を一般乗用旅客自動車運送事業と規定しています。[CA-0004]<道運3①>

（　　）024　道路運送法には、法人タクシー事業及び個人タクシー事業の2つの事業が、一般乗用旅客自動車運送
事業であることが規定されています。[CA-0005]<道運3①ハ>

（　　）025　道路運送法の一般乗用旅客自動車運送事業は、一個の契約により国土交通省令で定める乗車定員未満
の自動車を貸し切って旅客を運送する事業をいいます。[2907-06]<道運3①ハ>

（　　）026　道路運送法の規定により、国土交通省令で定める乗車定員以上の自動車で一般乗用旅客自動車運送事
業を経営することはできません。[2911-12]<道運3①ハ>

（　　）027　道路運送法では、一個の契約により乗車定員 11人以下の自動車を貸し切って旅客を運送する事業を一
般乗用旅客自動車運送事業と規定しています。[1707-09]<道運3①ハ、道運施規3の2>

（　　）028　道路運送法の規定により、乗車定員 11人の自動車で一般乗用旅客自動車運送事業を経営することはで
きません。[1711-08]<道運3①ハ、道運施規3の2>

（　　）029　個人タクシー事業は、道路運送法の「一般乗合旅客自動車運送事業」に該当します。[CA-0006]<道運
3①ハ>

（　　）030　個人タクシー事業は、道路運送法の「一般貸切旅客自動車運送事業」に該当します。[CA-0007]<道運
3①ハ>

（　　）031　個人タクシー事業は、道路運送法の「一般乗用旅客自動車運送事業」に該当します。[CA-0008]<道運
3①ハ>

（　　）032　個人タクシー事業は、道路運送法の「特定旅客自動車運送事業」に該当します。[CA-0009]<道運3①
ハ>
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　（一般旅客自動車運送事業の許可）
第四条　一般旅客自動車運送事業を経営しようとする者は、国土交通大臣の許可を受けなければならない。
２　一般旅客自動車運送事業の許可は、一般旅客自動車運送事業の種別（前条第一号イからハまでに掲げる一般旅客自動車運
送事業の別をいう。以下同じ。）について行う。

　（許可申請）
第五条　一般旅客自動車運送事業の許可を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した申請書を国土交通大臣に提出しな
ければならない。

　一　氏名又は名称及び住所並びに法人にあつては、その代表者の氏名
　二　経営しようとする一般旅客自動車運送事業の種別
　三 路線又は営業区域、営業所の名称及び位置、営業所ごとに配置する事業用自動車の数その他の一般旅客自動車運送事業

の種別（一般乗合旅客自動車運送事業にあつては、路線定期運行（路線を定めて定期に運行する自動車による乗合旅客の
運送をいう。以下同じ。）その他の国土交通省令で定める運行の態様の別を含む。）ごとに国土交通省令で定める事項に
関する事業計画

２　前項の申請書には、事業用自動車の運行管理の体制その他の国土交通省令で定める事項を記載した書類を添付しなければ
ならない。

３　国土交通大臣は、申請者に対し、前二項に規定するもののほか、当該申請者の登記事項証明書その他必要な書類の提出を
求めることができる。

　（事業計画）
道運法施行規則　第四条　省略
２　～　７　省略
８　法第五条第一項第三号の事業計画のうち一般乗用旅客自動車運送事業に係るものには、次に掲げる事項を記載するものと
する。

　一　営業区域
　二　主たる事務所及び営業所の名称及び位置　《変更 → 遅滞なく届出　（道路運送法15条4項）》
　三　営業所ごとに配置する事業用自動車の数並びにその種別ごとの数及び地方運輸局長が指定する地域にあつては国土交通

大臣が定める区分ごとの数　　　　　　　　《変更 → あらかじめ届出（道路運送法15条3項）》
　　《種別：一般車両・特殊車両（福祉タクシー）、区分：特定大型車・大型車・普通車》
　四　自動車車庫の位置及び収容能力　　　　　《変更 → 事前の認可　　（道路運送法15条1項）》
《平成29年12月28日国土交通省令第74号・改正》
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（　　）033　個人タクシー事業を経営するためには、道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事業の
許可を受けなければなりません。[CA-0010]<道運4>

（　　）034　個人タクシー事業を経営するためには、道路運送法に規定されている一般貸切旅客自動車運送事業の
許可を受けなければなりません。[CA-0011]<道運4>

（　　）035　個人タクシー事業を経営するためには、道路運送法に規定されている特定旅客自動車運送事業の許可
を受けなければなりません。[CA-0012]<道運4>

（　　）036　個人タクシー事業の許可を新たに受けようとする者は、営業所所在地を管轄する地方運輸局長に対し
て、道路運送法に規定する一般乗用旅客自動車運送事業の許可申請を行わなくてはなりません。[2007-
01]<道運5>

（　　）037　道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事業の経営許可申請書の事業計画には、自動車
車庫の位置及び収容能力等について記載することになっていますが、営業区域については記載する必要
はありません。[2505-19]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ①>
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　（営業区域）
道運法施行規則 第五条　法第五条第一項第三号の営業区域は、輸送の安全、旅客の利便等を勘案して、地方運輸局長が定め
る区域を単位とするものとする。《×事業者の利便、×事業者が定める》
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（　　）038　一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、営業区域、営業所の名称及び位置などを定めなければ
なりません。[2111-13]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ①>

（　　）039　主たる事務所及び営業所の名称及び位置は、道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事
業の事業計画の一部に含まれています。[CA-0013]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ②>

（　　）040　道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、主たる事務所及び営業所
の名称及び位置についても記載することになっています。[CA-0014]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ②>

（　　）041　道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、自動車車庫の位置及び収
容能力について記載することになっています。[CA-0015]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ④>

（　　）042　道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、自動車車庫の位置及び収
容能力について記載することにはなっていません。[CA-0016]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ④>

（　　）043　一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、少なくとも運賃及び料金の収受について、明確に定め
なければなりません。[2911-05]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ>

（　　）044　運賃及び料金の収受に関する事項については、事業計画に定めなければなりません。[2407-34]<道運
5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ>

（　　）045　運賃及び料金の収受に関する事項については、事業計画に定める必要はありません。[2311-05]<道運
5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ>

（　　）046　一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、過労の防止について、明確に定めなければなりませ
ん。[2803-17]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ>

（　　）047　道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、事業用自動車の長さ、
幅、高さについて記載することなっていません。[CA-0017]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ>

（　　）048　道路運送法に規定されている一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、事業用自動車の長さ、
幅、高さについて記載することになっています。[CA-0018]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ>

（　　）049　一般乗用旅客自動車運送事業の事業計画には、事故の場合の処置について、明確に定めなければなり
ません。[2811-01]<道運5Ⅰ③、道運施規4Ⅷ>

（　　）050　道路運送法第5条第1項第3号の営業区域は、輸送の安全、事業者の利便等を勘案して、地方運輸局
長が定める区域を単位としています。[2911-35]<道運5Ⅰ③、道運施規5>

（　　）051　一般乗用旅客自動車運送事業の営業区域は、輸送の安全、旅客の利便等を勘案して、事業者が定める
区域を単位としています。[2811-14]<道運5Ⅰ③、道運施規5>

（　　）052　一般乗用旅客自動車運送事業の営業区域は、輸送の安全、旅客の利便等を勘案して、地方運輸局長が
定める区域を単位としています。[3003-13]<道運5Ⅰ③、道運施規5>
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　（申請書に添付する書類）
道運法施行規則　第六条　法第五条第二項の書類は、次に掲げるものとする。
　一　事業用自動車の運行管理の体制を記載した書面
　二　事業の開始に要する資金及びその調達方法を記載した書面
　三　事業用自動車の乗務員の休憩、仮眠又は睡眠のための施設の概要を記載した書面《４項により省略可》
　四　事業用自動車の運行により生じた旅客その他の者の生命、身体又は財産の損害を賠償するための措置を講じていること

を証する書類《運輸規則19条の2、対人8,000万円以上及び対物200万円以上の任意保険又は共済に加入していること等（旅客自動
車運送事業賠償基準告示 ）→2-12頁 》

　五　一般乗用旅客自動車運送事業の許可を受けようとする者であつて、その事業用自動車を当該許可を受けようとする者に
限つて運転しようとするものにあつては、その旨を記載した書面

　六　～　十　省略
　十一　個人にあつては、次に掲げる書類
　　イ　資産目録
　　ロ　戸籍抄本
　　ハ　履歴書
　十二　法第七条各号《欠格事由》のいずれにも該当しない旨を証する書類
２・３　省略
４　法第四条の規定により一般乗用旅客自動車運送事業の許可を受けようとする者が、その事業用自動車を当該許可を受けよ
うとする者に限つて運転しようとする場合には、第一項第三号に掲げる書類の添付を省略することができる。

５　省略
《平成29年12月28日国土交通省令第74号・改正》

　（許可基準）
第六条　国土交通大臣は、一般旅客自動車運送事業の許可をしようとするときは、次の基準に適合するかどうかを審査して、
これをしなければならない。

　一　当該事業の計画が輸送の安全を確保するため適切なものであること。
　二　前号に掲げるもののほか、当該事業の遂行上適切な計画を有するものであること。
　三　当該事業を自ら適確に遂行するに足る能力を有するものであること。
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（　　）053　個人タクシー事業者の新規許可又は譲渡譲受認可若しくは相続認可に当たり、資金計画において、保
険料は自動車損害賠償保障法に定める自賠責保険料（保険期間 12ヶ月以上）並びに対人8,000万円以
上及び対物200万円以上の任意保険又は共済に係る保険料の年額が必要である。[CA-0019]<道運5Ⅱ、
道運施規6Ⅰ②、賠償基準>

（　　）054　一般乗用旅客自動車運送事業の許可を受けようとする者が申請書を提出するときは、その事業用自動
車を当該許可を受けようとする者に限って運転しようとする場合であっても、事業用自動車の乗務員の
休憩、仮眠又は睡眠のための施設の概要を記載した書面の添付を省略することはできません。[2605-
31]<道運5Ⅱ、道運施規6Ⅱ>

（　　）055　道路運送法第4条の規定により一般乗用旅客自動車運送事業の許可を受けようとする者が、その事業
用自動車を当該許可を受けようとする者に限って運転しようとする場合には、事業用自動車の乗務員の
休憩、仮眠又は睡眠のための施設の概要を記載した書面の添付を省略することができます。[CA-0020]
<道運5Ⅱ、道運施規6Ⅱ>



1-8　個人タクシー試験対策法令集＆問題集・道路運送法

　（欠格事由）
第七条　国土交通大臣は、次に掲げる場合には、一般旅客自動車運送事業の許可をしてはならない。
　一　許可を受けようとする者が一年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなく

なつた日から五年を経過していない者であるとき。
　二　許可を受けようとする者が一般旅客自動車運送事業又は特定旅客自動車運送事業の許可の取消しを受け、その取消しの

日から五年を経過していない者（当該許可を取り消された者が法人である場合においては、当該取消しを受けた法人のそ
の処分を受ける原因となつた事項が発生した当時現にその法人の業務を執行する役員（いかなる名称によるかを問わず、
これと同等以上の職権又は支配力を有する者を含む。第六号、第八号、第四十九条第二項第四号並びに第七十九条の四第
一項第二号及び第四号において同じ。）として在任した者で当該取消しの日から五年を経過していないものを含む。）で
あるとき。

　三　許可を受けようとする者と密接な関係を有する者（許可を受けようとする者（法人に限る。以下この号において同
じ。）の株式の所有その他の事由を通じて当該許可を受けようとする者の事業を実質的に支配し、若しくはその事業に重
要な影響を与える関係にある者として国土交通省令で定めるもの（以下この号において「許可を受けようとする者の親会
社等」という。）、許可を受けようとする者の親会社等が株式の所有その他の事由を通じてその事業を実質的に支配し、
若しくはその事業に重要な影響を与える関係にある者として国土交通省令で定めるもの又は当該許可を受けようとする者
が株式の所有その他の事由を通じてその事業を実質的に支配し、若しくはその事業に重要な影響を与える関係にある者と
して国土交通省令で定めるもののうち、当該許可を受けようとする者と国土交通省令で定める密接な関係を有する法人を
いう。）が、一般旅客自動車運送事業又は特定旅客自動車運送事業の許可の取消しを受け、その取消しの日から五年を経
過していない者であるとき。

　四　許可を受けようとする者が、一般旅客自動車運送事業又は特定旅客自動車運送事業の許可の取消しの処分に係る行政手
続法（平成五年法律第八十八号）第十五条の規定による通知があつた日から当該処分をする日又は処分をしないことを決
定する日までの間に第三十八条第一項若しくは第二項又は第四十三条第八項の規定による事業の廃止の届出をした者（当
該事業の廃止について相当の理由がある者を除く。）で、当該届出の日から五年を経過していないものであるとき。

　五　許可を受けようとする者が、第九十四条第四項の規定による検査が行われた日から聴聞決定予定日（当該検査の結果に
基づき一般旅客自動車運送事業又は特定旅客自動車運送事業の許可の取消しの処分に係る聴聞を行うか否かの決定をする
ことが見込まれる日として国土交通省令で定めるところにより国土交通大臣が当該許可を受けようとする者に当該検査が
行われた日から十日以内に特定の日を通知した場合における当該特定の日をいう。）までの間に第三十八条第一項若しく
は第二項又は第四十三条第八項の規定による事業の廃止の届出をした者（当該事業の廃止について相当の理由がある者を
除く。）で、当該届出の日から五年を経過していないものであるとき。

　六　第四号に規定する期間内に第三十八条第一項若しくは第二項又は第四十三条第八項の規定による事業の廃止の届出があ
つた場合において、許可を受けようとする者が、同号の通知の日前六十日以内に当該届出に係る法人（当該事業の廃止に
ついて相当の理由がある法人を除く。）の役員であつた者で、当該届出の日から五年を経過していないものであるとき。

　七　許可を受けようとする者が営業に関し成年者と同一の行為能力を有しない未成年者又は成年被後見人である場合におい
て、その法定代理人が前各号（第三号を除く。）又は次号のいずれかに該当する者であるとき。

　八　許可を受けようとする者が法人である場合において、その法人の役員が前各号（第三号を除く。）のいずれかに該当す
る者であるとき。

《平成28年12月9日法律第100号・改正》
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（　　）056　1年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日か
ら1年を経過していない者であっても、個人タクシー事業の許可を受けることができます。[2411-16]
<道運7①>

（　　）057　1年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日か
ら1年を経過していない者であっても、個人タクシー事業に限り許可を受けることができます。[CA-
0021]<道運7①>

（　　）058　1年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日か
ら1年を経過した者であれば、個人タクシー事業の許可を受けることができます。[2907-17]<道運7①>
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　（一般貸切旅客自動車運送事業の許可の更新）
第八条　一般貸切旅客自動車運送事業の許可は、五年ごとにその更新を受けなければ、その期間の経過によつて、その効力を
失う。

２　前項の更新の申請があつた場合において、同項の期間（以下この条において「有効期間」という。）の満了の日までにそ
の申請に対する処分がなされないときは、従前の一般貸切旅客自動車運送事業の許可は、有効期間の満了後もその処分がな
されるまでの間は、なおその効力を有する。

３　前項の場合において、一般貸切旅客自動車運送事業の許可の更新がなされたときは、その有効期間は、従前の有効期間の
満了の日の翌日から起算するものとする。

４　第五条から前条までの規定は、第一項の一般貸切旅客自動車運送事業の許可の更新について準用する。
《平成28年12月9日法律第100号・改正》

　（一般乗合旅客自動車運送事業の運賃及び料金）
第九条 一般乗合旅客自動車運送事業を経営する者（以下「一般乗合旅客自動車運送事業者」という。）は、旅客の運賃及び
料金（旅客の利益に及ぼす影響が比較的小さいものとして国土交通省令で定める運賃及び料金を除く。以下この条、第三十
一条第二号、第八十八条の二第一号及び第四号並びに第八十九条第一項第一号において「運賃等」という。）の上限を定め、
国土交通大臣の認可を受けなければならない。これを変更しようとするときも同様とする。

２　国土交通大臣は、前項の認可をしようとするときは、能率的な経営の下における適正な原価に適正な利潤を加えたものを
超えないものであるかどうかを審査して、これをしなければならない。

３　一般乗合旅客自動車運送事業者は、第一項の認可を受けた運賃等の上限の範囲内で運賃等を定め、あらかじめ、その旨を
国土交通大臣に届け出なければならない。これを変更しようとするときも同様とする。

４　一般乗合旅客自動車運送事業者が、地域における需要に応じ当該地域の住民の生活に必要な旅客輸送の確保その他の旅客
の利便の増進を図るために乗合旅客の運送を行う場合において、国土交通省令で定めるところにより、地方公共団体、一般
乗合旅客自動車運送事業者、住民その他の国土交通省令で定める関係者が当該運送に係る運賃等について合意しているとき
は、当該一般乗合旅客自動車運送事業者は、第一項及び前項の規定にかかわらず、あらかじめ、その旨を国土交通大臣に届
け出ることをもつて足りる。これを変更しようとするときも同様とする。

５　一般乗合旅客自動車運送事業者は、第一項の国土交通省令で定める運賃及び料金を定めようとするときは、あらかじめ、
その旨を国土交通大臣に届け出なければならない。これを変更しようとするときも同様とする。

《次の項は、第９条の3第４項 により一般乗用旅客自動車運送事業者の時間指定配車料金・車両指定配車料金に準用されている。》
６　国土交通大臣は、第三項若しくは第四項の運賃等又は前項の運賃若しくは料金《準用 → 旅客の利益に及ぼす影響が比較的小さ
いものとして国土交通省令で定める料金（時間指定配車料金・車両指定配車料金）》が次の各号（第三項又は第四項の運賃等にあつ
ては、第二号又は第三号）のいずれかに該当すると認めるときは、当該一般乗合旅客自動車運送事業者《準用による読み替え
→ 当該一般乗用旅客自動車運送事業者》に対し、期限を定めてその運賃等又は運賃若しくは料金を変更すべきことを命ずること
ができる。

　一　社会的経済的事情に照らして著しく不適切であり、旅客の利益を阻害するおそれがあるものであるとき。
　二　特定の旅客に対し不当な差別的取扱いをするものであるとき。
　三 他の一般旅客自動車運送事業者（一般旅客自動車運送事業を経営する者をいう。以下同じ。）との間に不当な競争を引

き起こすおそれがあるものであるとき。

1-9

（　　）059　1年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日か
ら5年を経過していない者であっても、個人タクシー事業の許可を受けることができます。[改][2605-
07]<道運7①>

（　　）060　1年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日か
ら5年を経過していない者であっても、個人タクシー事業に限り許可を受けることができます。[改]
[CA-0022]<道運7①>

（　　）061　1年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日か
ら5年を経過していない者は、個人タクシー事業の許可を受けることができません。[3003-17]<道運
7①>
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　（一般貸切旅客自動車運送事業の運賃及び料金）
第九条の二　省略

　（一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金）
第九条の三　一般乗用旅客自動車運送事業を経営する者（以下「一般乗用旅客自動車運送事業者」という。）は、旅客の運賃及
び料金（旅客の利益に及ぼす影響が比較的小さいものとして国土交通省令で定める料金を除く。）を定め、国土交通大臣の
認可を受けなければならない。これを変更しようとするときも同様とする。

２　国土交通大臣は、前項の認可をしようとするときは、次の基準によつて、これをしなければならない。
　一　能率的な経営の下における適正な原価に適正な利潤を加えたものを超えないものであること。《附則2項による変更》
　二　特定の旅客に対し不当な差別的取扱いをするものでないこと。
　三　他の一般旅客自動車運送事業者との間に不当な競争を引き起こすこととなるおそれがないものであること。
　四　運賃及び料金が対距離制による場合であつて、国土交通大臣がその算定の基礎となる距離を定めたときは、これによる

ものであること。
３　一般乗用旅客自動車運送事業者は、第一項の国土交通省令で定める料金を定めようとするときは、あらかじめ、その旨を
国土交通大臣に届け出なければならない。これを変更しようとするときも同様とする。

４　第九条第六項《運賃又は料金の変更命令》の規定は、前項の料金について準用する。この場合において、同条第六項中「当該
一般乗合旅客自動車運送事業者」とあるのは、「当該一般乗用旅客自動車運送事業者」と読み替えるものとする。

附則　２　第九条の三第二項第一号の規定の適用については、当分の間、「加えたものを超えないもの」とあるのは、「加え
たもの」とする。
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（　　）064　個人タクシー事業者は、旅客の運賃及び料金（旅客の利益に及ぼす影響が比較的小さいものとして国
土交通省令で定める料金を除く。）を定め、国土交通大臣の認可を受けなければなりません。[2505-
17]<道運9の3Ⅰ>

（　　）065　道路運送法には、事業者は、旅客の運賃及び料金（旅客の利益に及ぼす影響が比較的小さいものとし
て国土交通省令で定める料金を除く。）を定めたときは、遅滞なく、届け出なければならないことが規
定されています。[2903-23]<道運9の3Ⅰ>

（　　）066　個人タクシー事業者は、旅客の運賃及び料金（旅客の利益に及ぼす影響が比較的小さいものとして国
土交通省令で定める料金を除く。）を定めたときは、30日以内に届け出なければなりません。[2707-
34]<道運9の3Ⅰ>

（　　）067　道路運送法に規定する運賃及び料金の変更認可申請を、個人タクシー事業者は行うことができませ
ん。[1803-33]<道運9の3Ⅰ>

（　　）068　タクシーの運賃料金メーター器が故障したため新しいメーター器に変更する場合、運賃及び料金の変
更認可の手続きが必要になります。[2703-20]<道運9の3Ⅰ>

（　　）069　タクシーの運賃料金メーター器が故障したため新しいメーター器に変更する場合、運賃及び料金の変
更認可の手続きは必要ありません。[2911-17]<道運9の3Ⅰ>

（　　）080　一般乗用旅客自動車運送事業者の運賃及び料金の認可基準には、他の一般旅客自動車運送事業者との
間に、不当な競争を引き起こすこととなるおそれがないものであることなどがあります。[CA-0025]<道
運9の3Ⅱ③>

（　　）081　一般乗用旅客自動車運送事業者は、旅客の運賃及び料金のうち、旅客の利益に及ぼす影響が比較的小
さいものとして国土交通省令で定める料金について設定又は変更した場合は、遅滞なく届け出なければ
なりません。[2803-01]<道運9の3Ⅲ>
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　（一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金の認可申請）
道運法施行規則 第十条の三　法第九条の三第一項の規定により、一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金の設定又は変
更の認可を申請しようとする者は、次に掲げる事項を記載した運賃及び料金設定（変更）認可申請書を提出するものとする。

　一　氏名又は名称及び住所並びに法人にあつては、その代表者の氏名
　二　設定又は変更しようとする運賃及び料金を適用する営業区域
　三　設定又は変更しようとする運賃及び料金の種類、額及び適用方法（変更の認可申請の場合は、新旧の運賃及び料金（変

更に係る部分に限る。）を明示すること。）
　四　変更の認可申請の場合は、変更を必要とする理由《cf. 設定を必要とする理由は不要》
２　前項の申請書には、原価計算書その他運賃及び料金の額の算出の基礎を記載した書類を添付するものとする。
３　申請する運賃及び料金が地方運輸局長が前項の書類の添付の必要がないと認める場合として公示したものに該当するときは
同項の書類の一部又は全部の添付を省略することができる。《自動認可運賃、cf.公定幅運賃は届出（ただし、試験範囲外）》
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（　　）070　個人タクシー事業の許可を受けた者が、運賃及び料金の設定の認可を申請しようとする場合、当該認
可申請書には設定を必要とする理由を記載する必要はありません。[2211-25]<道運9の3Ⅰ、道運施規
10の3Ⅰ④>

（　　）071　個人タクシー事業の許可を受けた者が、運賃及び料金の設定の認可申請をしようとする場合、当該認
可申請書には設定を必要とする理由を記載しなければなりません。[2505-09]<道運9の3Ⅰ、道運施規
10の3Ⅰ④>

（　　）072　個人タクシー事業者が認可を受けている運賃及び料金を変更しようとする場合の認可申請書には、変
更を必要とする理由を記載しなければなりません。[3003-36]<道運9の3Ⅰ、道運施規10の3Ⅰ④>

（　　）073　事業者が認可を受けている運賃及び料金を変更しようとする場合の認可申請書には変更の理由を記載
する必要はありません。[2803-08]<道運9の3Ⅰ、道運施規10の3Ⅰ④>

（　　）074　事業者は、旅客の運賃その他運輸に関する料金の認可申請をしようとする場合には、運賃及び料金の
収受並びに事業者の責任に関する事項を申請書に記載しなければなりません。[2403-06]<道運9の3Ⅰ、
道運施規10の3Ⅰ>

（　　）075　個人タクシー事業の許可を受けた者が、地方運輸局長が原価計算書その他運賃及び料金の算出の基礎
を記載した書類の添付の必要がないと認め公示したものに該当する運賃及び料金を適用する場合は、認
可申請の手続きは必要ありません。[CA-0107]<道運9の3Ⅰ、道運施規10の3Ⅲ>

（　　）076　個人タクシー事業の許可を受けた者が、運賃及び料金の設定の認可申請をしようとする場合、地方運
輸局長が原価計算書その他運賃及び料金の額の算出の基礎を記載した書類の添付の必要がないと認め公
示したものに該当するときは、書類の一部又は全部の添付を省略することができます。[1703-15]<道運
9の3Ⅰ、道運施規10の3Ⅲ>

（　　）077　地方運輸局長（沖縄総合事務局長を含む。）が公示した自動認可運賃に該当する運賃の申請について
は、原価計算書等の添付を省略することができます。[2407-27]<道運9の3Ⅰ、道運施規10の3Ⅲ>

（　　）082　道路運送法の規定により、タクシー事業者が運賃改定に係る申請を行いました。この場合当該事業用
自動車の車内にその旨を掲示する必要はありません。[CA-0026]<道運9の3>



巻末資料（別表等）

＊法令試験 出題範囲
＊自動車事故報告書
＊輸送実績報告書
＊個人タクシー事業の期限更新基準表

＊解答



別表２

出 題 範 囲

１．道路運送法関係

① 道路運送法 ② 道路運送法施行令 ③ 道路運送法施行規則

④ 旅客自動車運送事業運輸規則

⑤ 旅客自動車運送事業等報告規則 ⑥ 一般乗用旅客自動車運送事業の標準運送約款
⑦ 一般乗用旅客自動車運送事業（１人１車制個人タクシー）の許可等に付された期限の更新申
請の審査及び取扱基準

⑧ 一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金に関する制度について
⑨ 一般乗用旅客自動車運送事業の運賃料金の認可の処理方針について
⑩ タクシー・ハイヤー車両の表示に関する取扱通達の内容
⑪ 一般乗用旅客自動車運送事業（１人１車制個人タクシー）の休止及び廃止の取扱いについて

(平成 14年 1 月 31日公示)
⑫ 旅客自動車運送事業運輸規則第２９条の規定に基づく地図の規格及び指定事項について

(平成 14年 1 月 31日公示)
⑬ 運転免許取消処分を受けた個人タクシー事業者の取扱い等について

（平成 14年 4 月 26日付け関自旅２第 29号）
⑭ タクシー業務適正化臨時措置法の施行について（「道路運送法に違反する運送の引受け又は
継続の拒否要件」に限る。）(東京都特別区、武蔵野市及び三鷹市の区域に限る。)

(昭和 45年 10月 29日付け 70東陸自 1 旅 2 第 7848号)
改正(昭和 53年 5 月 17日付け 78東陸自 1 旅 2 第 1314号)

改正(平成 7 年 2 月 21日付け関 自 旅 2 第 376号)

＊ ⑥～⑩までは、申請する営業区域において､申請月の前月末現在有効なものであって､個人
タクシー事業に関するものに限る｡再試験の者についても､再試験の者以外の者と同様の内容
とする。

２－１ タクシー業務適正化特別措置法関係（申請に係る営業区域が同法に基づく特定指定地域の場合
のみ出題）

① タクシー業務適正化特別措置法
② タクシー業務適正化特別措置法施行規則
③ タクシー業務適正化特別措置法関係告示・通達
④ タクシー乗り場及び乗車禁止地区に関する事項

２－２ タクシー業務適正化特別措置法関係（申請に係る営業区域が同法に基づく特定指定地域以外の
指定地域の場合のみ出題）

① タクシー業務適正化特別措置法（第４４条から第４７条までに限る。）
② タクシー業務適正化特別措置法施行規則（第２８条から第３８条までに限る。）

２－３ タクシー業務適正化特別措置法関係（申請に係る営業区域が同法に基づく指定地域以外の場合
のみ出題）

① タクシー業務適正化特別措置法（第４６条及び第４７条に限る。）
② タクシー業務適正化特別措置法施行規則（第３０条から第３８条までに限る。）

３．道路運送車両法関係

① 道路運送車両法
・第 1 条(この法律の目的) ・第 11条(自動車登録番号標の封印等)
・第 12条(変更登録) ・第 13条(移転登録) ・第 15条(永久抹消登録)
・第 19条(自動車登録番号標等の表示の義務)
・第 20条第 2 項(自動車登録番号標の廃棄等) ・第 41条(自動車の装置)
・第 42条(乗車定員又は最大積載量) ・第 47条(使用者の点検及び整備の義務)
・第 47条の 2(日常点検整備) ・第 48条(定期点検整備)
・第 49条(点検整備記録簿) ・第 54条第 1 項、第 2 項(整備命令等)
・第 57条(自動車の点検及び整備に関する手引)
・第 58条(自動車の検査及び自動車検査証) ・第 61条(自動車検査証の有効期間)
・第 62条(継続検査) ・第 66条(自動車検査証の備付け等)
・第 67条(自動車検査証の記載事項の変更及び構㐀等変更検査)
・第 69条第 2 項(自動車検査証の返納等) ・第 70条(再交付)

② 自動車点検基準
・第 1 条第 1 号(日常点検基準) ・第 2 条第 1 号(定期点検基準)
・第 4 条(点検整備記録簿の記載事項等)

③ 道路運送車両の保安基準
・第 29条(窓ガラス) ・第 43条の 2(非常信号用具)
・第 43条の 3(警告反射板) ・第 43条の 4(停止表示器材)
・第 50条(旅客自動車運送事業用自動車)
・第 53条(乗車定員及び最大積載量)

④ 自動車事故報告規則
・第 2 条(定義) ・第 3 条(報告書の提出) ・第 4 条(㏿報)

⑤ 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示
・③に掲げる条項について具体的に定める事項

－8－



平成 月年 提出日

２

区市
郡

区町
村 番地

霧５ その他６

年

雪４晴れ ３ 雨１ 曇

分時月 日

☆発生場所

☆当該自動車の使用の本拠の名称及び位置

道 線都道
府県

☆
路線名
又 は
道路名

☆当時の処置

☆当時の状況

☆再発防止
対 策

☆事故の原因

天 候

☆発生日時

☆自動車登録番号
又は車両番号

（日本工業規格Ａ列４番）

※備 考

☆◆現場の略図（道路上の事故の場合には車線の区分を明らかにして図示すること。）

電話番号

別記様式（第３条関係） （表）

自 動 車 事 故 報 告 書

国土交通大臣 殿
自動車の使用者の氏名又は名称

住 所



４車輪（タイヤを除く）

18ばい煙等の発散防止装置
19灯火装置及び指示装置

22視野を確保する装置（後写鏡、窓ふき器等）

27その他

（交替後の乗務時間及び乗務距離）
４核 ５ＲＩ

年 月 日

年 月 日

年 月 日

積
載
危
険
物
等

３乗用旅客

貨物の内容

自家用

種 別

kg

運搬の
有無

３コンテナ２長大物品等
５危険物等

１有

１有

３その他

２無

６冷凍、冷蔵品

制限外許可

４生コンクリート

☆初度登録年
又は初度検査年☆車体の形状☆型 式

12

救
護
違
反

７原木、製材

☆ 最 大 積 載 量

特殊車両通行許可

許可等の
取得状況 特殊車両通行許可 １有

１有

◆
営
業
所
及
び
運
行
等
の
状
況

１遮断機付き ２警報機付き

４氷結
１有
２無

☆運送契約の相
手方の氏名又は
名称、住所等
(貸切旅客のみ)

道

路

等

の

状

況

当

該

自

動

車

の

概

要

踏切の
状 態

☆道路の
幅 員

道路の
形 態

種 類

許可等の
必要性

路面の状態

２無

こ う 配

☆ 乗車定員

☆当 時 の
運行計画

（発地・経由地・着地）

１乾

３その他

警戒標識
の設置

☆当該道路
の制限速度

３積雪２湿

◆死亡

◆重傷

軽傷

km/h

氏 名

運行管理者
資格者証番号

☆
◆
運
行
管
理
者

車
掌

◆

乗

務

員

運行管理者 統括運行管理者

☆ 過去３年間の
適性診断の受診状況

１有 ２無

２非着用

３軽傷２重傷

（過去３年間の違反件数）
（最近の違反年月日）

（最近の受診年月日）
（適性診断受診場所）
（最近の受診年月日）

件

１本務 ２臨時

☆ 過去３年間の
事故の状況 （最近の事故年月日）

シートベルトの
着用状況

１死亡
本務・臨時の別

☆ 最近の健康診断
の受診年月日

損害の程度

１着用

☆ 過去３年間の道路
交通法の違反の状況

（過去３年間の事故件数）

☆ 交替運転者の
配置

１有 ２無

ｋｍ時間

１着用 ２非着用 ３非装備

２臨時

☆乗務開始から事故発生まで
の乗務時間及び乗務距離

損害の程度
シートベルト
の着用状況

時間

１死亡 ２重傷 ３軽傷

ｋｍ乗務距離

ｋｍ

１本務
２無

１有 ２無
運

転

者

25内圧容器及びその附属装置

９飛び出し 10酩酊

７操縦装置

15自転車運転

26運行記録計

11電気装置 12車枠及び車体

17騒音防止装置

１原動機（速度抑制装置を除く） ２速度抑制装置

６車軸

13連結装置 14乗車装置 15物品積載装置

死傷事故の
場合には
死傷者の状態

20反射器 21警音器

日

月年

10燃料装置

８斜横断

16窓ガラス

道路上での事故の
場合には事故発生
地点

24消火器23計器（速度計、走行距離計等）

８制動装置 ９緩衝装置
３動力伝達装置 ５タイヤ

16その他

５路肩

３信号無視 ４車道通行
２右側通行

車両の故障に
起因する場合
には故障箇所

11路上作業 12路上遊戯
13乗降中 14安全地帯

７車の直前横断

☆ 危険認知時の速度

☆ 危険認知時の距離

☆ スリップ距離

１左側通行

当該自動車の事故時
の走行等の態様

１直進（加速） ２直進（減速）
４後退 ５追越
７左折

１平たん ２ 上り ３ 下り

２その他の場所

４交差
１直線 ２右曲り

５つづら折り
３左曲り

ｍ

２無
１有 ２無

９その他

６毒劇物

２無

１有
１危険物 ２火薬類

８引越

１道路（イ高速自動車国道 ロ自動車専用道路等

７可燃物
品名 （ ）kg、l

（ ） Bq
１有

ハその他）

☆品名及び積載量
又は放射能の量

種 類 ３高圧ガス

２無

１土砂等

イエローカードの携行状況

４接触

人☆ 当時の乗車人員

１普通 ２小型

人

kg

保安基準の緩和

☆ 当 時 の 積 載 量

保安基準の緩和

kg
制限外許可

kg

２有償旅客運送

４特定旅客
５一般貨物（イ特別積合せ貨物 ロその他）
６特定貨物 ７特定第二種

☆車 名

事業用
１乗合旅客 ２貸切旅客

３その他

２側面衝突
ｍ

３追突

13

車
両
故
障

飲
酒
等

車

内

10

５物件衝突

6 75

危
険
物
等

踏

切

衝

突

8

健
康
起
因

交
通
障
害

9 11

区 分

☆発生の順

転

覆

衝突等
の状態

1

１正面衝突

2

☆転落の状態

火

災

※再発防止対策

安全性優良事業所
の認定（貨物のみ）
運 送 形 態
☆荷送人の
氏名又は名称
及 び 住 所
☆荷受人の
氏名又は名称
及 び 住 所

１有
１下請運送 ２その他

２無

☆損害の程度

自動車の
運転を職
業とする
者にあっ
ては勤務
状況

本務・臨時の別

☆最近出勤しなかった
日から事故日までの
勤務日数及び乗務距
離の合計

☆事故日以前１ヶ月間に
出勤しなかった日数

※事業者番号

死

傷

路
外
逸
脱

（裏）
3 4

転

落

14

事

故

の

種

類 11合流 12その他

７バス停留所
８トンネル

そ
の
他

１車道 ２歩道 ３横断歩道
４路側帯

当

時

の

状

況

15 km/h

ｍ

ｍ

３非装備

３直進（定速）
６右折

８駐車 ９停車

才

９その他

５歩道通行 ６横断歩道歩行

（うち乗客

（うち乗客

年

人）（うち乗客

日月

人

人 人）

人

人）

☆氏 名
☆年 齢
☆経 験 年 数

落差

１有償貸渡し（レンタカー）

ｍ 10転回

６交差点

水深

日勤務日数

件



�ï�« �ð
�ï�ø�ð �Ñ�¹ �] �x �z �é �. �$ �t �G�Ö�b �” �\ �q �{ �h �i �` �z Æ�Ì �w	Ô�ù �x �˜ �p �] �t �®Æ�Ì �¯ �q �G�Ö�` �z �G�Ö�w�A�w�s �M	Ô�ù �x �˜ �p �] �t �ü 
¢ �› �¾�X

�\ �q �{
�s �S�z �] �º �t �G�Ö�` �˜ �s �M�q �V�x �z �� �´ �t �G�Ö�` �z �\ �• �› �4 Ç�b �” �\ �q �{

�ï�ù�ð �Þ�¹ �] �x �z �G�Ö�` �s �M�\ �q �{
�ï�ú�ð �Ñ�¹ �] �t �| �Þ�¹ �] �Ž �Ž �w�] �x �z �˜ �p �b �” �Ä�ò �› �Ó�p �“ �‰�\ �q �{
�ï�û�ð �× �¹ �] �x �z �Ä�‚ �U�H�� 	Ú�H� � �ø �¢ �x �H� �� �ø �w�ˆ �t �˜ �p �b �” 	Ô�ù �t �x �z �G�Ö�› �A�` �s �M�{
�ï�ü�ð �Ì �� �w�G�Ö�x �z �ù�û�Ì �� 
M�t �‘ �” �\ �q �{
�ï�ý�ð �®�à ü �¯ �w�G�Ö�x �z �Í �w�à ü �t �‘ �” �\ �q �{

� �8 ô �p �˜ �× �ˆ 	� �U�“ �Ï 	Í �t �S�M�o �Ï �Ø�q �ú�ü�S�Ž 	Í �� �ü �` �h �q �V�{
�� �8 �X �p �˜ �× �ˆ 	� �U�“ �Ï �Ž �t �8 �X�` �h 	Ô�ù �p �z �f �w�X�) �U�÷�õ�ü�Ý�” �Ä�ç �Ž 	Í �w�q �V�{
�� �Ï �Ž �³ �d �p �˜ �× �ˆ 	� �w	� �  �U�“ �Ï �¢ 	� �“ �q �2 �“ �w�à ü �U�K�” 	Ô�ù �x �z 	� �“ �£ �Ž �t �³ �d �` �h 	Ô�ù �p �z �®�8 �X�¯ �Ž �Ž �w�q �V�{
�� �P�B �p �˜ �× �ˆ 	� �¢ �x 
u �L ú ¼�t �P�B�U
\ �a �h �q �V�{
�� �• 
~ �p �˜ �× �ˆ 	� �U�• 
~ �t �S�M�o �z �. �“ 	� �† �q 	¿ �¥ �` �z �¢ �x 
€ 	î �` �h �q �V�{
�� 	¿ �¥ �p �˜ �× �ˆ 	� �U�. �“ 	� �† �z �Ä�é �æ�” �Ì �µ �z �× �ˆ 	� �z �j �ˆ �; Ç�× �8 	� �z �Y�‡ � 	� �z �H�0 �f �w�� �wú �E�t 	¿ �¥ �` �z �¢ �x 
€ 	î �` �h

�q �V�{
�� �®	‡ �®	‡ 	� �› 
\ �a �h �q �V�¢ �� �t �˜ �p �b �” 	Ô�ù �› 	† �X�{ �£
�� �) �e ú �s �H�� 	Ú�H�� �ø �¢ �x �H�� �ø �t �˜ �p �b �” �Ä�‚
�� 	� �º 
â 	N
÷ �” �¢ �x 	Ð�ñ �± �wv �› �‰�� �b �” 
÷ �” �wÆ�&
~ �s 
â �^ �t �‘ �“ �z �• �l �¢ 	Ð�ñ �b �” �M�w�• �l �› �� �‰�{ �£ �› �®	‡ �^ �d �h �q �V�{
�ø�÷ �¿ 	� �s �H�� 	Ú�H�� �ø �t �˜ �p �b �” �Ä�‚
�ø�ø �H�Á�I �¼ �H�� 	Ú�H�� �ø �t �˜ �p �b �” �Ä�‚
�ø�ù �y �¢ �§ S �H�� 	Ú�H� �� �ø �t �˜ �p �b �” �Ä�‚
�ø�ú 	� �† �‚ 	Ë �H�� 	Ú�H� � �ø �¢ �x �H� �� �ø �t �˜ �p �b �” �Ä�‚
�ø�û �¦ �è 	Ë�• �H�� 	Ú�H� �� �ø �¢ �x �H� �� �ø �t �˜ �p �b �” �Ä�‚
�ø�ü �f �w�� � �T�’ �ø�û�‡ �p �t �˜ �p �` �s �M�q �V�{

�ï�þ�ð �� 	� �¨ �Ž 	Í �w�Ä�‚ �U
\ �a �h �q �V�t �x �z �®C
\ �w	q �¯ �w�] �t C
\ �w	q �t j �ø �› �G�Ö�b �” �\ �q �{
�ï�ÿ�ð �®�8 �X�w	Ý�6 �¯ �w�] �w�®�X�) �¯ �x �z �Ï �Ø�T �’ �X�< �• �: �‡ �p �w
( �Ú�‘ �m�q �b �” �{

�h �i �` �z 
+ �¤ �t �8 �X�` �h 	Ô�ù �p 
+ 
� �› �G�Ö�b �” ž �A�U�K�” 	Ô�ù �t �x �z �Ï �Ø�T �’ 
+ �Ø�‡ �p �w
( �Ú�‘ �m�q �b �” �{
�ï���ð �®	� �. �w�� 	Ý�¯ �w�] �x �z �“ �Ï �á 
ù 	� �† �O�H�ü�ÿ	Ú�w�× �ˆ 	� �U�* 	Â�t �G�L �^ �• �o �M�” 	� �. �w�� 	Ý�› �G�Ö�b �” �\ �q �{
�ï�ø�÷�ð�®
u �L �) �e ú �s �¯ �q �x �z �Í �t �� �[ �” �‹ �w�p �K�l �o �Ä�‚ �p �Ì �t �p �˜ �× �ˆ 	� �t 
u �L �` �o �M�h �‹ �w�› �M�O�{

� �) �e ú 	« �w�O�H�� 	Ú�H�� �ò �t �F �� �b �” �) �e ú
�� �P�� �¨ �P�� �¨ 	� �� �O�H�� 	Ú�H� �ò �t �F �� �b �” �P�� �¨
�� �ô �y �¨ �µ �ô �y �¨ �µ �- �† �O�H�� 	Ú�t �F �� �b �” �ô �y �¨ �µ
�� �© �j �  �—�, �Š�O�H�� 	Ú�H�� �ø �t �F �� �b �” �©�é �‰ú �í �t �| �f �• �t �‘ �l �o �� 
› �^ �• �h ú
�� �' �� �L �ù 
Q�‰�• �i 
É�s �t �‘ �” �L �ù 
¢ 	Ë�• �w�w� �t �� �b �” �O�o �H�� 	Ú�H�� �ò �t �F �� �b �” �L �ù 
Q�‰�• �i 
É�t �| �f �• �t �‘ �l �o �� 
› �^

�• �h ú
�� �Ÿ�6 ú �³ �ž �ï �= �Æ�Ä�æ�¢ �Ü�¢ �x �Ÿú �t �| �6 ú 	� �� �O�ª �æ�©�� ¯ �H�Ë�t �� �[ �” �Ÿú �¢ �x �6 ú
�� �D�é ú �“ �Ï �á 
ù 	� �† �w�- �† �, 	j �H�û�þ	Ú�H� �ò �H�� �ø �t �F �� �b �” ¼�Ê�w�D�é ú

�ï�ø�ø�ð�®�• �D�s �wž �A
Q�¯ �t �| �®�• �D�s �w	� �˜ 	Ý�¯ �¯ �w�] �x �z �p �˜ �× �ˆ 	� �w�á �æ�t �m�M�o �Í �w�• �D�s �wž �A
Q�w�� �Á�t �| �f �w	� �˜ 	Ý�¯ �t
�˜ �p �b �” �‹ �w�› �Ó�p �“ �‰�\ �q �{

� 
M�v �Ž �• �D �“ �Ï �¦ �è �O�H�ü�þ	Ú�w�F �� �t �‘ �” �• �D
�� �› 	� 	� �† �è �æ�• �D �“ �Ï �O�H�û�þ	Ú�w�� �w�F �� �t �‘ �” �• �D
�� �- �† �, 	j �w�� �è �“ �Ï �á 
ù 	� �† �w�- �† �, 	j �H�ü�ü	Ú�w�F �� �t �‘ �” �, 	j �w�� �è �p �K�l �o �z �“ �Ï �á 
ù 	� �† �w�- �† �, 	j �H�� 	Ú�H� �ò �z �H

�� 	Ú�t �| �H�� 	Ú�w�� �t �� �” �‹ �w
�ï�ø�ù�ð�®�  �¤ �é �” �§ �” �Å�¯ �q �x �z �p �˜ 
u �L �) �e ú �s �w	� �{ �M�O�› �G�L �` �h 	{ �¨ �› �M�O�{
�ï�ø�ú�ð�®	� �¨ �¯ �w�] �w�®�é �× �ˆ 	� 
• �; �“ �Ï �s �¯ �x �z �× �ˆ 	� 
• �; �“ �Ï �t �| �“ �Ï �á 
ù �O�t �‘ �” �× �ˆ 	� �“ �q �` �z �®�� �f �w�� �w	Ô	t �¯ �x �z �Ï

�º �z �æ�À	t �s �° ` �¦ �è �w�; �t �™�` �s �M	Ô	t �q �b �” �{
�ï�ø�û�ð�®�“ �Ï �wï �» �¯ �x �z �Ï �^ æü �› �� �‰�“ �Ï �¢ 	� �“ �q �2 �“ �w�à �� �U�K�” 	Ô�ù �x �z 	� �“ �£ �w
ï ï �» �q �b �” �{
�ï�ø�ü�ð�®�“ �Ï �w�� �6 �¯ �w�] �w�®�¦ �) �¯ �x �z �p �˜ �× �ˆ 	� 
² �M�ú�÷�Ý�” �Ä�ç �Ž �º �t �¦ �) �: �U�K�l �h 	Ô�ù �q �b �” �{
�ï�ø�ý�ð�®�á �æ�- �h �¯ �t �x �z �á �æ�� �g 	� �U�) �Q�h �¦ �Ô�› �� �‰�‹ �w�q �b �” �{
�ï�ø�þ�ð�®�á 
ù �� �ÿ �w
ì 	� �M�w�¯ �Ê�¢ �x �Ê	¶ �z 	E	t �s �¯ �w�] �x �z �Ä�‚ �› �¾�V�I �\ �` �h �p �˜ �° ` �? 
~ �• �l �× �ˆ 	� �á 
ù �Ä�À	� �q �á 
ù �� �ÿ �› �� �A

�` �h 	� �w�¯ �Ê�¢ �x �Ê	¶ �t �| 	E	t �› �G�L �b �” �\ �q �{ �á 
ù �� �ÿ �w
ì 	� �M�U�•�æ�À�O �ï	¤�è �ù�þ�å�O�o�H �ù�ú���ø �£ �H�� 	Ú�w�F �� �t �‘ �” �• �æ�À
�¢ �x �• �æ�À	� �E�g �À�w�J �å �› 	! �Z �o �M�” 	� �¢ �Ž �< �®�• �æ�À	� �s �¯ �q �M�O�{ �£ �p �K�” 	Ô�ù �t �x �z �¯ �Ê�¢ �x �Ê	¶ �t �| 	E	t �w�„ �T �z �• �æ
�À	� �s �w�J �å j �ø �› �G�L �b �” �\ �q �{

�ï�ø�ÿ�ð�®�† 
¶ 
Q�� �‘ �Ä�À	t �w�Ý�� �¯ �q �x �z 
¶ �� �_ ú �× �ˆ 	� �á 
ù �&
Y�= �Ä�À�î �ª �; �� �U�z �� 
ù �w�† 
¶ �w�¬ �- �t �� �b �” 	� 
Ê�U�� �‘ �p �K�” �q �Ý
�Š�’ �• �” �_ ú �× �ˆ 	� �á 
ù �Ä�À	� �w�æ�À	t �t �0 �` �o �æ�O�Ý�� �› �M�O�{

�ï�ø���ð �®�< 
e �á 
ù �¯ �q �x �z �_ ú �× �ˆ 	� �á 
ù �Ä�À	� �T �’ �w�á 
ù �w�‘ �T �t �‘ �“ �æ�O�_ ú �á 
ù �› �M�O�{
�ï�ù�÷�ð�®�Y
ù 
� �w�¯ �Ê�¢ �x �Ê	¶ �t �| 	E	t �¯ �w�] �x �z �Ä�‚ �› �¾�V�I �\ �` �h �p �˜ �_ ú �× �ˆ 	� �á 
ù �Ä�À	� �q �á 
ù �� �ÿ �› �� �A�` �h �Y
ù 
� �w�„ �T �z

�Ä�‚ �w�M�t �á 
ù �` �o �M�h �_ ú �t �� �` �o �p �˜ �Y
ù 
� �q �á 
ù �� �ÿ �› �� �A�` �h 	� �s �w�p �˜ �_ ú �w�á 
ù �t �� �` �o �á 
ù �� �ÿ �› �� �A�` �h 
¶ �o �w
	� �› �G�L �b �” �\ �q �{

�ï�ù�ø�ð�®�á 
ù �� �6 �¯ �w�] �w�®�� �f �w�� �¯ �t �˜ �p �` �z �T �m�z �p �˜ �á 
ù �U�› �� 
u �ù �d �á 
ù �p �K�” 	Ô�ù �t �x �®�Y
ù 
� �w�¯ �Ê�¢ �x �Ê	¶ �t �| 	E	t �¯
�t �| �®�Y	! 
� �w�¯ �Ê�¢ �x �Ê	¶ �t �| 	E	t �¯ �w�] �x �z �G�Ö�› �A�` �s �M�{

�ï�ù�ù�ð�®�a �ˆ �� �å �� �w�Ä�‚ �w	Ý�¯ �¯ �w�] �x �z �p �˜ �á �8 	� �U�¾�V�I �\ �` �h �“ �Ï �¦ �è �O�H�� �� 	Ú�H�� �ò �w�¦ �è �Ä�‚ �t �� �` �o �G�Ö�b �” �{
�ï�ù�ú�ð�®�a �ˆ �� �å �� �w�&
Q
 �…�w	! 
 	Ý�¯ �¯ �w�] �x �z �p �˜ �á �8 	� �w�a �ˆ �� �å �� �w�á �8 �&
Q
 �…�w	! 
 �w�� �Á�t �m�M�o �z �˜ �p �b �” �Ä�ò �› �Ó

�p �“ �‰�\ �q �{ �‡ �h �z �®�&
Q
 �…	! 
 	Ô	t �¯ �x �z �®�7 �Ù�w	! 
 �å �D�Ô�¯ �t 	! 
 �` �h 	! 
 	Ô	t �¢ �¢ �x 	! 
 �; �� �£ �› �é �. �$ �t �G�Ö�b �” �\
�q �{

�ï�ù�û�ð�®�7 �Ù�w�H�Á
 �…�w	! 
 �å �D�Ô�¯ �w�] �x �z �H�� 	Ú�H�� �ø �t �˜ �p �b �” �Ä�‚ �› �¾�V�I �\ �` �h �p �˜ �á �8 	� �U	! 
 �` �h �Ñ�‡ �† 
¶ �ô 
\ �O�H�ý�ý
	Ú�t �F �� �b �” �H�Á
 �…�w�7 �Ù�w	! 
 �å �D�Ô�› �G�Ö�b �” �\ �q �{

�ï�ù�ü�ð�®�á �æ�� �g 	� �¯ �x �z �Ä�‚ �t �m�M�o �7 �‹ 
y �Ú�w�K�” �q �ß �Q�’ �• �” �á �æ�� �g 	� �w�\ �q �p �K�” �{
�ï�ù�ý�ð �®�w�Å�á �æ�� �g 	� �¯ �q �x �z �• �l �× �ˆ 	� �á 
ù �Ä�À�á �� �F �� �¢ 	¤ �è �� � �å �á �� 	² �©�H�� �� �ø �£ �H�û�ÿ	Ú�w�� �H� �ò �¢ �x �_ ú �× �ˆ 	� �á 
ù

�Ä�À�� 
ù �† 
¶ �F �� �¢ �� 
R�� �å �á �� 	² �©�H�� �� �ø �£ �H�ù�ø	Ú�H� �ò �t �F �� �b �” �À�¿ �› �w�Å�b �” �á �æ�� �g 	� �› �M�O�{



�E�Œ���:�*�] �†�E�Š�6�Z�	 �‡�]�†�1�5�'�8�N�7 �‘ �� �Œ�C�‡�]�E�Š�M

���8�9�>�] �†�e�e�e�e�( �‹�4 �‹�‰�1�A� �‡

�T�U�$�G�] �†���( �Œ�4 �‰�1 �k�x �5�( �‹�4 �‹�‰�1 �v�p �‡

���.���/�] �†���( �Œ�4 �‰�1 �k�x �5�( �‹�4 �‹�‰�1 �v�p �‡

���H �a
�b
�c

�$��1�/
�^�b�_�$��S �‰�1 �‰�S�h�m�y���8���� �•�]

���8����

���V���. �q�t �f �X�R���V�? �†�2�� �Š�‹�(�?�+�E �‰�ˆ�•�� �‡�E�•�Š�6�E �‰�\ �s ���V���. �{�i�j �g
�Y�#���. �q�t �f �J���S���.�"���N�� �†�2�� �Š�Ž�(�W�T�D���E �‰�ˆ�Œ�� �‡�E�Š�6 �s ���. �{�i�j �g
�$�S�@�� �u �$��S �‰�1 �‰�S�h�m�y���8���� �t �f �; �s �F�* �r�w�y�F�� �l�z �g

�^�a�_�$�S�@�•
�$�S �|�ƒ

�d �a�`�`
�Q�L �|�ƒ

�e�T�U�����] �†�� �‡

�e���8�����] �†���� �‡

�e�<�I�/

�]�j�n�$�S �|�ƒ�] �†�|�ƒ�•�„�€�‚ �‡

�]�$�S�@�]�†�…�‡

�e�W�U���/�] �†�� �‡

�e���V���.���/

�e�Y�#���.���/

�e�P���I�/

�W�T�-�&

���K���B�0�%�J���S�W�U���8�] �†�
�� �•�}�~�„ �‡�]�T�U�$�G�"���3�] �†�e�e�e�e�(�) �‡

�h�o
�� �,
�= ��
�[ �O �C ��

�]�$��S �‰�1 �‰�S�h�m�y���8�����] �†�� �‡

�e�Q�L �|�ƒ�] �†�|�ƒ�•�„�€�‚ �‡

�
�����8�I�C��

�e�$��1�/

���8���!



�9 /²

�¶ �Ç�± �¡ �©�î �¦ �� �b �‡ 7H�f �‚ �ö  = /²

>/ >, �2 �ç 4*�o /œ!m'¼�b "g�# �_ �| �• �f �‚ �‹ �b 0Á�• �‡ 7H�b �8 �•

�B�� �‡ 6ë �B�� �‡ 6ë�_ �> �E�• �2 �ç 4*�o /œ!m'¼�b "g�# �f �‚ �‹ �b
0Á�• �‡ 7H

>?>,>3�º �q �s �_ 0ñ�\ �K�^ �8 *…�[ �
 0Á�• �‡ 7H�@ 6 �¢ �M�• �¥ >&�è �W��  6 �¢ �¥ �� �\ �8 �: >' �è �S�b >3�º �‹��
>1�º 6ë�_ �> �8 �Z !“ �¦ �> !“ 4*�o �[ �6 �~ �
 �? �X�
 �Q�b �S�b >0�º 6ë�_ �> �E�• 4(2°�º 3û�2 �b
4*�o �@>/ �G�è �W�[ �\ 0ñ4*�o �@�o �N!l >1!l �è �W�[ �6 �• *…

�r �q �l �g �s �_ 0ñ�\ �K�^ �8 *… >1�º �‹

�s �� �b �8 �N�€ �? �_ 0ñ�\ �M�• *… >/ �º �‹
�” >, 4(2°�º 3û�2 4*�o �_ �| �• �o �N!l �b �œ0£�@>2!l �è �V,] �K�C�c >2�G�è �V�b 4(2°�º 3û�2

�b 4*�o �@�6 �• *…
�– >, �‘ �� +¬�· 344 3æ�¦ �� '¼�� �Ì 0d�N>&�Û�ô �����º 4 3z%,�ç '¨ �����• >' �_ �ö �Y�C�¦ �� �� �Ì

�i �
 3z3æ�� )¼�� �Ì �i �
 �Q�b �Ú4(2°4 3æ�2 �l �g �G�€ �_ �ö �Y�C�2 �ç �_ �ö �Y�A�f �� �M�m
�A�i 8®�@�G�\ �^ #. #ä�^ �C�• �f �� �\ �^ �W�Z �8 �• *…

�˜ >, 4(2°4 3æ�2 '¼�b �2 �ç 4*�o �_ �| �~ 34�g �Q#Ý�õ �F �è �V�b /œ�; �� �( �† �w�E�S*…�j �c /œ
�; �� �( �_ �€ �• �¦ �� �5 �• �@$×&��_ /œ�ƒ �€ �Z �8 �^ �8 *…

�š >, �G�\ �^ #. #ä�@�^ �C�• �e >1����>0�����r �_ 0d�� �M�• %Ê�Ÿ�† �w�E�^ �? �W�S*…
�œ>,  6 �¢ �¥ �r �[ �æ�» 4 3?*…�† �Q#Ý�K�Z �8 �• *…
�• >,  6 �¢ �¥ �r �[ �¦ �� �† �� �F �K�Z �8 �• *…
�Ÿ>, �‘ �� +¬�· 344 3æ�¦ �� 4 3z0d�N>&�Û�ô �����º 4 3z%,�ç '¨ �����• >' '¨ �����² '¨ >08o�_ �ö �Y

�A�w0Ç�M�m�A4: �ö 0Ç�• �† �w0Ç�K�Z �8 �^ �8 *…

>@>,>1�º �q �s �_ 0ñ�\ �K�^ �8 *…�[ �
 !“ �¦ �> !“ 4*�o �[ �6 �• *… >3�º �‹

�r �q �l �g �s �_ 0ñ�\ �K�^ �8 *… >1�º �‹

�s �� �b �8 �N�€ �? �_ 0ñ�\ �M�• *… >/ �º �‹
�” >, 4(2°�º 3û�2 4*�o �_ �| �• �o �N!l �b �œ0£�@>2!l �è �V,] �K�C�c >1�G�è �V�b 4(2°�º 3û�2

�b 4*�o �@�6 �• *…
�– >, >?>, �s �b �– >,>| �Ÿ>, �b �8 �N�€ �? �_ 0ñ�\ �M�• *…

>A>,>0�º �q �� �b �8 �N�€ �_ �v 0ñ�\ �M�• *… >1�º �‹
�” >,  6 �¢ �¥ �è �S�b >/ �º 6ë�_ �> �8 �Z !“ �¦ �> !“ 4*�o �[ �6 �~ �
 �? �X�
 �Q�b �S�b >/ �º 6ë�_ �>

�E�• 4(2°�º 3û�2 �b 4*�o �@>/ �G�è �W�[ �\ 0ñ4*�o �@�o �N!l >1!l �è �W�b 4*�o �[ �6 �• *…
�– >, �r �b �– >, �_ 0ñ�\ �K�^ �8 *…

�r �� �b �8 �N�€ �? �_ 0ñ�\ �M�• *… >/ �º �‹
�” >, �q �b �” >, �_ 0ñ�\ �K�^ �8 *…
�– >, >?>, �s �b �– >,>| �Ÿ>, �b �8 �N�€ �? �_ 0ñ�\ �M�• *…

>B>,>/ �º �q �r �_ 0ñ�\ �K�^ �8 *… >1�º �‹

�r �� �b �8 �N�€ �? �_ 0ñ�\ �M�• *… >/ �º �‹
�” >, 4(2°�º 3û�2 �b 4*�o �@�6 �• *…
�– >, >?>, �s �b �– >,>| �Ÿ>, �b �8 �N�€ �? �_ 0ñ�\ �M�• *…

>&4: #Ý>' >/ >, �o �N5 �b (á �Ü�b �s �† �è �P�} �€ �S4*�o �_ �X�8 �Z �c �
 �o �N!l >1!l �è �W�b 4*�o �_ %&�\ �M�• 4(2°�º 3û�2
�b 4*�o �\ �K�Z �v �~ �…�: �G�\ �\ �M�• ��

>0>,  6 �¢ �¥ �è �S�b >/ �º 6ë�_ �> �8 �Z !“ �¦ �> !“ 4*�o �[ �6 �W�Z �
  6 �¢ �¥ �b >/ �º �S�è �S�_ �> �E�• 4(2°�º 3û�2
�b 4*�o �@>/ �G�[ �6 �• *…�_ �X�8 �Z �c �
 �\ 0ñ4*�o �@�o �N!l >/ !l �è �W�[ �6 �• �� �œ>&�G�O�Z �o �N5 �b (á �Ü
�† �è �P�} �€ �S�� �œ�† �µ �t >' �j �c �\ 0ñ4*�o �_ �| �~ �o �N5 �b (á �Ü�b �s �† �è �P�} �€ �S�� �œ�_ 7H�~ !“ �¦��
�> !“ 4*�o �\ �s �^ �M��

>0>, 9×<K*…�_ �€ �• �f �‚ �‹ �b 0Á�• �‡ 7H�b �8 �•
�‡ 7H�f �‚ �¥ �_ �> �E�• �º <K�@ 6 >4>3�S�è �V�b *…�_ �X�8 �Z �c �
 >/ >, �_ �| �W�Z �8 �• �I �€ �S�‡ 7H�@�
 �� /² �_ �| �• �º <K�


�( �_ �Â�L �S�‡ 7H�è �‹ �\ �^ �• �� �œ�_ �c �
 �� /² �_ �| �• �‡ 7H�† �f �‚ �‹ �b 0Á�• �‡ 7H�\ �M�• ��

�º <K �
 �( �f �‚ �‹ �b 0Á�• �‡ 7H

>4>3�S�è �V>5>1�S�•  6 >1�º �‹

>5>1�S�è �V>5>3�S�•  6 >0�º �‹

>5>3�S�è �V >/ �º �‹



�" ���� �y�x
��»�«�³�”�¼�g�0�f�O�©	B�Í�ð�J	B�~�r�t

������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

���	������

���	������

���	������

���	������

���	������

���	�	����

���	�
����

���	������

���	������

���	�����

���
������

���
������

���
������

���
������

���
������

���
�	����

���
�
����

���
������

���
������

���
�����

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

���������

���������

���������

���������

���������

����	����

����
����

���������

���������

��������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

���	������

���	������

���	������

���	������

���	������

���	�	����

���	�
����

���	������

���	������

���	�����

���
������

���
������

���
������

���
������

���
������

���
�	����

���
�
����

���
������

���
������

���
�����

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

���������

���������

���������

���������

���������

����	����

����
����

���������

���������

��������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����������

����������

����������

���������

���	������

���	������

���	������

���	������

���	������

���	�	����

���	�
����

���	������

���	������

���	�����

���
������

���
������

���
������

���
������

���
������

���
�	����

���
�
����

���
������

���
������

���
�����

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

���������

���������

���������

���������

���������

����	����

����
����

���������

���������

��������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�����	����

�����
����

����������

����������

���������

����������

����������

����������

����������

����������

�"�� ��



�x
��»�«�³�”�¼�g�0�f�O�©	B�Í�ð�J	B

�y�yC�æ�Ô�y��
R ���� �å���������D���������Ô 	s[

�y�y�y�y�y�y��
R ���� �å���������D���������Ô �������� �å �� �D �#���8 [

�y�y�¶�y	��y �B�J�N�P�U�P�¢ �I�U�U�Q�������E�B�J�J�D�I�J�K���T�������Y�S�F�B���D�P�N�£

�y�yC�æ	��y�‰	Í

�y�y�¹�y�n�y
a�Š�Ú
ù ���D�P�N

�y�yf�y�A�y ��������� ��


